
言
々
函
．
詞
○
日
蔚
侭
は
一
七
九
五
年
、
ド
イ
ツ
の
言
①
自
侭
ｇ

市
に
て
出
生
し
、
本
年
は
そ
の
生
誕
二
百
年
の
記
念
す
べ
き
年
に

当
た
る
。

彼
は
、
世
界
最
初
の
神
経
病
学
書
で
あ
る
《
Ｆ
①
耳
冒
９
烏
吋

ｚ
①
弓
ｇ
汀
巴
詩
篇
芹
２
号
の
冨
自
閏
胃
軋
》
を
一
八
四
○
’
一
八

四
六
年
に
分
冊
と
し
て
刊
行
し
、
臨
床
神
経
学
の
創
始
者
と
さ
れ

て
い
る
。

言
．
国
．
”
○
日
冨
侭
は
言
①
目
侭
①
邑
市
の
ユ
ダ
ヤ
商
人
房
四
農

詞
○
日
胃
侭
（
？
’
一
八
○
○
）
の
長
子
と
し
て
弓
自
巨
侭
ｇ
地
方

の
小
都
市
冒
①
目
侭
ｇ
に
て
一
七
九
五
年
二
月
二
日
に
出

生
し
た
・
生
家
は
一
八
七
四
年
九
月
五
日
の
大
火
に
よ
り
焼
失
し
、

現
存
し
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

五
歳
時
に
父
が
他
界
し
た
た
め
、
母
は
妹
留
日
（
一
七
九
八

64

三
○
弓
冒
国
の
旨
凰
号
罰
○
目
胃
晶
Ｉ
そ
の

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
と
「
脊
髄
鰐
」
・
「
半
側
顔
面

萎
縮
症
」
・
「
群
発
頭
痛
」
の
原
著
Ｉ

屯
Ｉ
凸

○
高
橋

昭
●

ｊ２伊
藤
泰
広

ｊ３白
水
重
尚

Ｉ
？
、
の
ち
内
科
学
者
同
ロ
目
己
困
①
冒
臥
３
画
ｇ
ｏ
ｇ
の
母
と
な
る
）

と
と
も
に
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
の
大
都
市
国
①
ユ
ヨ
ヘ
移
住
し
た
。

画
①
ユ
ヨ
の
Ｑ
凹
め
の
吋
四
屋
①
【
さ
里
閏
（
カ
ト
リ
ッ
ク
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

会
修
道
院
）
で
の
六
年
間
の
教
育
を
受
け
た
の
ち
、
創
立
後
間
も
な

い
言
＆
旨
ヨ
降
且
ご
昌
煙
弓
・
国
印
話
号
凰
目
の
邑
巴
日
四
に
進
学

し
た
。
の
ち
の
國
閏
言
大
学
医
学
部
で
あ
る
。
こ
こ
で
旨
冨
ロ
ロ

Ｑ
嵐
黒
冨
己
罰
巴
二
七
五
九
’
一
八
一
三
）
お
よ
び
○
胃
尉
８
９

弓
澤
昴
百
出
具
の
面
目
（
一
七
六
二
’
一
八
三
六
）
、
○
閏
一
甸
閏
，

巳
口
四
且
ぐ
目
⑦
国
風
①
（
一
七
八
七
’
一
八
四
○
）
ら
の
薫
陶
を
受

け
た
。
一
八
一
七
年
三
月
に
は
医
学
博
士
の
学
位
を
、
翌
年
に
は

薬
学
博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
神
経
疾
患
の
研
究

を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
に
言
肘
目
大
学
へ
留
学
し
、
こ
こ
で
脊
髄

疾
患
の
研
究
者
と
し
て
知
ら
れ
る
］
○
富
コ
コ
思
房
円
蜀
国
鳥
（
一
七

四
五
’
一
八
一
二
）
の
知
遇
を
受
け
た
。

画
①
１
言
大
学
Ｑ
〕
胃
晟
病
院
に
職
を
得
た
刃
○
日
蔚
侭
は
一
八

四
○
年
に
尻
目
侭
胃
富
国
罵
言
爵
長
と
な
り
、
一
八
六
四
年
一

二
月
二
八
日
に
引
退
す
る
ま
で
、
神
経
疾
患
の
診
療
と
学
生
教
育

に
貢
献
し
た
。
一
八
六
七
年
三
月
二
九
日
に
開
か
れ
た
学
位
授
与

五
十
周
年
記
念
祝
賀
会
ｐ
ｏ
ｏ
８
Ｈ
Ｉ
旨
冨
普
日
に
は
国
の
１
旨
医
学
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会
会
長
ぐ
○
己
の
国
①
奇
》
国
の
ユ
ヨ
大
学
総
長
冒
侭
①
号
①
具
ゞ
同
医

学
部
長
ロ
巨
言
尉
罰
９
日
Ｃ
ａ
を
始
め
と
し
、
旨
冨
ロ
ョ
隅
冨
己
閏
〕

詞
且
○
罵
言
月
ｇ
ｇ
ら
鍔
々
た
る
学
者
が
列
席
し
た
。
そ
の
後
も
、

彼
の
不
朽
の
名
著
序
胃
冒
８
号
Ｈ
ｚ
閏
吊
鳥
目
口
唇
①
洋
９
号
の

言
①
易
８
９
の
改
訂
第
四
版
の
執
筆
に
情
熱
を
注
い
だ
が
、
心
疾

患
が
悪
化
し
、
一
八
七
三
年
六
月
一
六
日
、
そ
の
輝
け
る
七
七
歳

の
生
涯
の
幕
を
閉
じ
た
。
”
○
日
胃
侭
夫
妻
の
墓
碑
は
国
円
冒
市

肉
吊
匡
目
冨
侭
区
卑
肘
号
旨
冨
君
国
号
厨
呂
国
司
Ｈ
肘
号
旦

田
①
侭
ョ
煙
。
。
留
国
時
お
‐
堂
）
に
現
存
す
る
。

宛
○
国
冨
侭
の
最
大
の
業
績
の
一
つ
は
脊
髄
癖
の
記
載
で
あ
り
、

今
日
知
ら
れ
る
肉
○
日
冨
侭
徴
候
も
こ
の
中
に
記
さ
れ
て
い
る
。

晨
弓
号
隅
合
勗
巴
厨
ど
の
語
は
千
年
以
上
前
か
ら
使
用
さ
れ
、
広
義

に
は
脊
髄
疾
患
を
漠
然
と
示
す
用
語
で
あ
っ
た
。
宛
○
日
冨
侭
は
そ

の
著
に
お
い
て
、
本
症
の
感
覚
障
害
の
内
容
、
経
過
を
詳
細
に
記

載
し
、
閉
眼
に
よ
り
起
立
歩
行
障
害
が
明
ら
か
に
増
悪
す
る
特
徴

角
○
日
冨
侭
徴
候
）
を
挙
げ
、
病
理
学
的
に
は
脊
髄
下
部
の
萎
縮
、

ま
た
前
根
に
比
し
後
根
の
萎
縮
が
著
し
い
こ
と
を
記
載
し
た
。
当

時
は
、
本
症
の
病
因
が
梅
毒
で
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
が
、
酒
や
誤
っ
た
性
欲
の
満
足
が
本
症
発
症
の
要
因
と
な
る
可

能
性
を
示
唆
し
た
。

「
半
側
顔
面
萎
縮
症
」
は
詞
○
日
冨
侭
が
甥
の
両
目
四
ａ
函
①
９
８

と
と
も
に
【
ｇ
直
言
房
の
冒
忌
匡
目
門
馬
旨
呉
岸
昌
に
お
い
て
経

験
し
た
症
例
を
収
録
し
た
負
国
目
門
馬
厚
鴨
冒
尉
開
）
）
（
一
八
四

六
）
の
中
で
記
載
し
た
も
の
で
、
今
日
で
は
《
も
冑
昌
‐
幻
○
目
冨
侭

病
・
）
の
名
で
も
知
ら
れ
る
。

「
群
発
頭
痛
」
は
一
七
四
五
年
⑦
閏
冨
ａ
ぐ
Ｏ
ｐ
ｇ
ａ
里
ｇ
に
よ

る
ラ
テ
ン
語
の
古
典
的
記
載
を
除
け
ば
、
罰
○
目
冨
侭
の
記
載
が
も

っ
と
も
古
い
。

”
○
日
蔚
侭
は
そ
の
父
の
代
に
ユ
ダ
ヤ
の
姓
を
罰
○
日
蔚
侭
に

代
え
、
彼
自
身
も
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
し
た
。
彼
の
戸
籍
は
一
九

四
○
年
国
国
冒
で
ナ
チ
に
よ
り
焼
却
さ
れ
現
存
せ
ず
、
ま
た
ユ
ダ

ヤ
人
で
あ
っ
た
た
め
か
、
胸
像
や
顕
彰
碑
な
ど
も
ド
イ
ツ
で
は
建

立
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
僅
か
な
遺
品
が
戦
火
を
免
れ
る
た

め
目
風
呂
大
学
医
史
学
研
究
所
に
寄
贈
さ
れ
、
保
管
さ
れ
て
い

る
。

（
Ｕ
公
立
学
校
共
済
組
合
東
海
中
央
病
院
）

（
”
名
古
屋
大
学
医
学
部
神
経
内
科
）

（
鋤
名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院
神
経
内
科
）
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